
【事業の概要】

【事業の目的及び概要】

【実施した環境要素の一覧及びＲＤＢの有無，モニタリングの要否】

【特に配慮した環境要素と実施事項】

【目標に対する達成状況】

【実施事項に対する評価】

　今回の裏込材投入時及び上部工コンクリート施工時に、にごりの発生が予想されたため汚濁防
止膜を設置し濁りの発生に備えた。

○
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汚濁防止膜については、濁り拡散防止だけでなくフロートの存在による工事区域の明確化が
図られ、他船舶に対する航行の安全性を向上させることが出来た。

対策を行うことで、濁りの発生等により施工に問題が生じることはなく、想定通りの工期内で
施工を行うことが出来た。

・対策の結果、施工中の周辺域への濁りの拡散は抑えられた。
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事 業 の 規 模 ・ 状 況

○

老朽化により使用制限が行われている岸壁（-5.5m)を新規岸壁として整備する。
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港湾・漁港・海岸整備 港湾・漁港整備
橘港（西浜地区）
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C=-0.63Z+35.17Ac ( Z=0, at±0.0 )

γ'= 7.0 kN/m 3

基礎捨石（ 10～ 200kg/個）

既設鋼矢板
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ケーソン

エプロン舗装

車止め 係船曲柱 250kN型

防舷材(400HX1100L)
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